グランディーニ：こちらのキーリングは
　　　　　　ここの観客にいる若い女性の方の物です！
ベティー：ピーター、私のキーリングかも！
グランディーニ：新聞社で彼女にお会います
ベティー：どうやっていくの？
ピーター：いちいち聞かないでくれる？
グランディーニ：ノー！ノー！
　　　　　　　　私のウチに侵入者か来ます！
　　　　　　　　手品の本が盗まれてしまいます…
　　　　　　　　グ グリーン・ゴブリンにです…

"丑三つ時の始まり"

ベティー：ピーターはどう思う？え！？いないわ！！

緑鬼：やっと探してた物が見つかった…
　　　この本の秘密を解き明かそう！
      私には超能力があるのだ！ハハハ！
スパイディ：それを悪用して 何をする気なんだい？

緑鬼：かぼちゃを持ってるんだぞ、ダーリン！
スパイディ：新しいトリックとかないのか？ゴブリン！
緑鬼：キミは後悔するだろう、スパイダーマン
      グランディーニの本の秘密は この私が解き明かす！
スパイディ：ちゃんと図書館カードを持って返してよ？

社長：超能力を持つスパイダーマンのことを考えると
　　　体が震えてしまう。
ピーター：しかし、それはグリーンゴブリンです
社長：新しい衣装だろうな、脅威ならどこにでもある
ベティ：取り込み中にすみませんジェイムソンさん
ピーター：おはようベティー！
ベティ：おはよう パーカーさん
社長：邪魔するために小さな決断をしてるのか？
ベティ：何だか妙ですジェイムソンさん
        一体これのどこがOKなのでしょう
社長：エリアゴ…ベンティアス…
　　　ツ・スーパーナス…
　　　モンドス…インベルナー‥‥
ピーター：ジェイムソンさん、気を取り戻して！
社長：え？今まで何を考えてたんだっけ？
      なんであんなバカな事・・・
      ほら、ミス・ブラント！気を付けたほうがいい
　　　悪いが1人にしてくれ、頭痛がするんだ
緑鬼：よし、やつらは行った！今がチャンスだ！
社長：スパイダーマン！
      ここに侵入するとはどういうつもりだ？
緑鬼：スパイダーマン？！
　　　私はグリーンゴブリンだ
社長：まあ誰もでも構わんよ、
　　　予約がいるなら ワシの秘書に会え！
緑鬼：それはさっき読んだばかりの広告だろ？ジェイムソン氏
社長：そんな戯言で印刷なんかせんよ
緑鬼：わざわざ印刷する必要はない
      キミは私が探していた男だ

グランディーニ：モンドス・スーパーナス
　　　　　　　　それはゴブリンが必要な媒体を見つけるために使っているフレーズだ。
      　　　　  100万人に1人がこれを読めば失神に落ちる。
スパイディ：ジェイムソンは100万人に1人だろうか？
社長：釜のような物を置き…沸騰させれば…丑三つ時は始まる。
      醸造物（ｼﾞｮｳｿﾞｳﾌﾞﾂ）をかき混ぜるには、
      オシリスの王笏（ｵｳｼｬｸ）がいる。
　　　そうすれば 冥界の悪魔が案内してくれる。
緑鬼：オシリスの王笏（ｵｳｼｬｸ）？どこにあるのだ？
社長：グランディーニ・ミスティックの部屋にあるミイラケースの中だ
緑鬼：それだけか？、魂
スパイディ；もうそれで十分じゃない？悪辣なゴブリン！
緑鬼：スパイダーマン！
      グレムリンにほこりをもっているんだ
　　　口出しするな ウェブ・ハック！
スパイディ：こっちだよ！
緑鬼：所詮ただの人間だ、時間を無駄にしたよ。
      侵入者を撃て、魂！
      魂は私のそばにいるということを証明してやる！
社長：うわー、頭がー…スパイダーマン！
    　争いにかなり抵抗したんだろう
    　こんにちは、警察ですか？
    　そうだ、ワシはJ.J.ジェイムソンだ
    　直ちにスパイダーマンを逮捕してほしい


Bパート
社長：刑事に頼みたいことがある
　　　あのウェブスリンガー、迷惑だから閉じこめて
刑事：何の罪ですか？ジェイムソンさん
社長：罪だ？あれがわからんのか！
刑事：いやわかりますけど、何をしたんです？
社長：それはな？都市で一番の極悪人だからだ
クモ：ごめん 忙しくて意見に参加できない
      ミイラの王笏について何かわかるかも
社長：なにボーっとしている、捕まえろ！
刑事：先どうぞ ジェイムソンさん
クモ：手遅れにならないでくれ

緑鬼：ああ、オシリスの王笏だ
      悪魔の霊界はすぐ、私の命令に従うようになる！
蜘蛛：そんなことさせっかよ！
緑鬼：邪魔をするな、ウェブスリンガー！教えてやる！
蜘蛛：逃げるのか！
緑鬼：ああ、そうさ！
　　　丑三つ時の始まりだ！ハハハ！
グランディーニ：何があった？魂が、消えた！
                彼を止めるには丑三つ時 を学ぶことだ
スパイディ：一度"社長室"を訪ねて、ジェイムソンに聞いてみよう！

ジェイムソン：誰だね？…ああ何だ、パーカーか。
　　　　　　　こんな遅くまで何をしている！

ピーター：あなたも知りたいと思ったでしょう？
          ライバル新聞社からスクープされました…
ジェイムソン：スクープ！？
              誰もビューグルをスクープしないのに！
              見せてみろ！
ジェイムソン：エリアゴ…ベンティアス…
　        　　ツ・スーパーナス…
　　        　モンドス…インベルナー‥‥

ピーター：ごめんね、キミを洗脳しなきゃいけなかったんだ
　　　　　さあ、丑三つ時、教えて？
ジェイムソン：今夜、12回の鐘が鳴る…
ピーター：どこ、どこにあるの？
ジェイムソン：グリーンゴブリンだけが知っている…
ピーター：まだ最後のチャンスが残ってる！
          ゴブリンがジェイムソンを必要とするなら
　　　　　彼について行くよ
スパイディ：もう12時近くになるが、反応は全くない
　　　　　　悪魔を呼べなかったのかな
　　　　　　ジェイムソンなしで
スパイディ：丑三つ時だ！推測すべきか・・・
グリーンゴブリン：時が来た…
スパイディ：パーティーは終わりだ、ゴブリン！
グリーンゴブリン：私のオカマが！
スパイディ：そっくりそのまま返すよ！
グリーンゴブリン：隠れても無駄だ、スパイダーマン！
スパイディ：ジェイムソン…裏切るなよ…
グリーンゴブリン：さあ 早めに終わらせよう
                  あんたバカ！？滅茶苦茶じゃないの！！
グリーンゴブリン：壊すのか？キミは権力行使の鬼！
おばけ：ヘボー！貴様はまだ悪魔の仲間には入れねえ！
グリーンゴブリン：ダメだ！ダメだ！置いて行くんじゃない！
グリーンゴブリン：命令だ、戻ってこい！頼む！
スパイディ：元気出しなってゴブリン、これが欲しいんでしょ？
ジェイムソン：それでワシが来た時、どこにいたと思う？
              グリーンゴブリンと一緒にいたのは
              ワシ、ジェイ・ジョナ・ジェイムソン！
              ここで説明するとミス・ブラント
　　　　　　　巡査部長はすぐ心を変えて、
　　　　　　　ヤツが誰であるかを知ったとき、
スパイディ："幽霊の話はこれで終わり"だといいな・・・

END